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織○信長先生によるベースアンプ講座
【ベースアンプの正しい使い方】
1. ボリュームツマミがすべて0の状態を確認

ヴォリュームが０ではないときにスイッチのON・OFFを行うとICが壊れてしまうのじゃ。だから必ずスイッチのON・OFFのときはヴォリュームを０にするのじゃ。

2. 楽器を接続せずにスイッチON！数分放置！そしてスイッチOFF！

真空管を使ったベースアンプがある。（スタジオのアンプは真空管です）真空管アンプは起動するまえに暖めておかないと寿命が縮むのじゃ。特に冬場はスイッチを入れてもなかなか音が出ないときもあるので注意！（前副部長はそれを知らずベースを修理に出そうとしました）

3. 楽器を接続

シールドを挿す場合必ずパッシブかアクティブかを確認。パッシブとアクティブの違いはググレカス。またプリアンプを使っている君！もしプリアンプで音量の増幅をするなら使っているベースがパッシブでもアクティブに繋ごう。入力信号が強いためベースアンプが壊れてしまうことがあるぞ！

4. ヴォリューム以外のツマミを設定

音作りを大まかに設定しよう。ツマミについては後ほど。別に電源をONにしてから設定してもいいから気にするでないぞ。

5. スイッチをON！そしてヴォリュームを設定

ここでヴォリュームを弄ろう。プリアンプ等を付けっぱなしにするときは基本ベースアンプの直ッケル（エフェクターを通さずベースからアンプへ直で挿すこと。前副部長が勝手に言ってるだけです）で出す音量と一緒にしよう。もし音を増幅させたいならアクティブに繋ぐのじゃ。
6. 掻き毟る
弾くときはソウル（魂）を込めるのじゃ。むしろソウルしかいらん！そして決して「たましい」と読んじゃダメなのじゃ。
【ベースアンプのツマミについて】

ここではベースアンプのツマミについて説明するぞ。とりあえずスタジオにあるAMPEG

BA-115を元に説明するが、基本的にどのアンプにも共通するものもあるから他のアンプを使うときにも投げやりにならないこと。

· Volume
言わずもながら音量のことじゃな。スイッチをON・OFFにするときは必ず０にするのじゃ！

· Master
他のベースアンプではGAINと書いてある場合もある。音の歪みを調節することができるぞ。これをあまり上げすぎるとオーバーゲインを起こしてしまいヒューズがはじけとび君の肢体を吹き飛ばすだろう（ヒューズは壊れますが肢体は吹き飛びません）。最初はツマミの２～３くらい上げておけば十分だろう。これを上げないと音が出ないものもあるので上げないでいいというわけでではないぞ。

· Style
これはMidのトーンを上げたり下げたりするものじゃな。３がフラットで下げると下がり、上げると上がる。これを弄って自分の個性ある音を作ってみよう！ワシ？プリアンプとイコライザーで音作ってるんで弄ったことないですが・・・
· Treble
上げると高域の音を強調できるぞ！上げすぎるとギチギチした耳障りな音になる。最初はツマミをフラット（時計の12時の位置）にしておくといいぞ。

· Mid
上げると中域の音を強調できる。上げすぎると抜けの悪いモコモコした音になるぞ。これも最初はフラットにしておくといいな。

· Bass

上げると低域の音を強調できるぞ！上げすぎるとブモモモと音の輪郭が分からないただの衝撃波しかでなくなるぞ。何回も言うが最初はフラットにしておくといいな。

EQ(Treble・Mid・Bassのこと)は上げすぎで壊れることはないのでこの３つを上手く設定して自分の音を作ろう！どんな音がいいかという答えはないので自分で好きな音を作るしかないぞ。先輩に聞いても全員違うこと言うから当てにならないからね！

【その他】

· CD INPUT

CDプレイヤー等のオーディオプレイヤーに接続してスピーカーみたいに使うことができるのじゃ。正直使う機会がない上にミキサー通して音出したほうが簡単だから何に使うかくらいでいいぞ。

· LINE OUTPUT

ケーブルを使ってミキサーに接続し、ベースアンプの音を他のスピーカーから出すことができるのじゃ。ベースアンプの音量にも限界があるので広いところで音を出すときなどに使われる。むしろベースアンプの音は自分で聴くくらいで音量はスピーカーで出すほうが多いぞ。

· Headphone OUTPUT

ヘッドフォンを接続することができる。家で練習するときなどに便利じゃな。変換端子は楽器屋に安く売っているので欲しい人は見に行ってみよう！


ベースはバンドの心臓部とも言われるくらい重要なポジションじゃ。色々な音を作って、その曲に合った音を出せるようになろう！エフェクターがないと音の幅が広がらないと思われがちじゃが、必要最低限の音はアンプで作れてしまう。エフェクターは言うところの色づけと思ってくれればいいぞ。でもエフェクターを通すとまた音色が変わってアンプの設定も違ってくるから面白いかもしれないな。アンプはデリケートじゃが一人ひとりが気をつければ長持ちするものじゃから大切に使おう！そして高ぶる気持ちをワシにぶつけてくれ。さっきからワシのパンツばっかり見おって・・・ムラムラするじゃろう？
それよりわしのぱんつみて

















